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令和６年度「コミュニティ・スクールと
地域学校協働活動の一体的推進」に係る
文部科学大臣表彰 

コミュニティ・スクール制度化20周年記念コンクール
「キャッチコピー部門」最優秀賞

学びの輪、地域の和。
未来へ繋ぐ
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令和６年度
「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の
一体的推進」に係る文部科学大臣表彰

学校 学校運営協議会
地域学校協働本部╱
地域学校協働活動

取組名

戸田市立
戸田南小学校

戸田市立戸田南小学校
学校運営協議会

南っ子サポーター

学校運営協議会をハブ
に家庭・地域が後押し
をする学校における働
き方改革

所沢市立
松井小学校

所沢市立松井小学校
学校運営協議会

松井小学校
学校開放運営委員会

地域による不登校支援
に向けた‟大人の学び
“生かしたサポーター
制度の構築

小鹿野町立
両神小学校

小鹿野町学校
運営協議会

両神小学校
地域学校協働活動

学校と学校運営協議会、
学校応援団等との有機
的連携を通した地域学
校協働活動の一体的推
進

埼玉県立
大宮工業高等学校

埼玉県立
大宮工業高等学校
学校運営協議会

大宮工業高等学校
地域学校協働活動

地域連携教育



戸田市立戸田南小学校

取組名

学校運営協議会をハブに家庭・地域が後押しをする学校における働き
方改革

戸田南小学校学校運営協議会

南っ子サポーター

【体制図】

本市では、第4次戸田市教育振興計
画において、コミュニティ・スクール
等の地域とともにある学校の推進を掲
げている。学校運営協議会では積極的
に熟議等の機会を設け、学校と地域が
コミュニケーションを交わして、地域
の実態を踏まえた取組に繋げている。
本校は、目指す学校像に「家庭・地域
と一体となって子供を育てる学校」を
掲げ、学校と地域が一丸となり、こど
もまんなかの取組を長年にわたり進め
てきた。本稿ではその取組を紹介する。
1.学校運営協議会
本校の学校運営協議会は10名の委員

で構成され、町会・PTA・学校応援
コーディネーターや公共施設の代表等、
縁のある組織・団体の方が委嘱されて
いる。学校運営協議会設置から7年を
経て、学校と地域は良好な関係が築け
ている。以下、学校運営協議会の活性
化に向けて意識した点を紹介する。
まず、委員に学校のことを熟知して

もらうため、授業見学や学校行事等の
案内を積極的に行っている。最近では、
戸田市が推進している、PBL（課題解
決型学習）の成果発表の場を学校運営
協議会で設ける等、子供たちの学習成
果や成長を御覧いただく機会も設けて
いる。更に、年１回は教職員も参加す
る拡大学校運営協議会を開催し、教職
員と委員の接点も確保している。
また、戸田市教育委員会が任用して

いるCSディレクターも派遣してもらっ
ている。ディレクターのファシリテー
トによって、学校における働き方改革
等の話題に出しづらいテーマについて
も、学校と委員が良い雰囲気を保ちな
がら、本音トークができている。
これらの取組により、学校と家庭・

• 学校応援コーディネーター、PTA、町会役員
等も委員として参加

• 熟議内容を踏まえた各所属での活動に繋がる

南っ子サポーター
（学校応援団）

・教科支援

・体験支援

・見守り支援

・環境支援 等

PTA 町会

学校応援コーディネーター

学校運営協議会

支
援
内
容

【学校・教師が担う業務に係る3分類を基に熟議】



地域の相互理解促進・信頼関係の構築
に繋がり、話題に出しづらいテーマに
ついての本音の議論、取組の見直しや
スクラップが可能になっている。
2.南っ子サポーター
本校では学校応援団のことを「南っ

子サポーター」と呼んでいる。活動の
歴史は長く、20年以上継続している取
組もある。支援内容は以下のとおりで、
学校応援コーディネーターが学校とサ
ポーターの間で調整することで、各種
支援が円滑に行われている。
(1)年度当初の1年生の生活支援
入学したての１年生の登校から朝の

仕度・給食準備や休み時間の見守り等
の学校生活全般を支援いただいている。
入学直後はサポートなしでは準備や給
食の配膳ができず、これを教職員だけ
でフォローするのは大変だ。しかし、
南っ子サポーターのおかげで手厚い支
援が可能になり、子供たちが早期に学
校生活に慣れることに繋がっている。
(2)各学校行事運営のサポート
運動会や音楽会等の学校行事の運営

も支援いただいている。保護者の受
付・誘導、会場内の見回りや片づけ等
の幅広い業務を担っていただいている。

(3)授業支援
学習の充実のため授業支援をいただ

いている。例えば、家庭科でのミシン
操作の補助、体力テストの測定補助や、
校外での活動の引率等である。

所属・役職 戸田市立戸田南小学校 教頭

執筆者名 野口 修男

(4)おはなしランド（毎週木曜日）
おはなしランドは、平成12年発足の

保護者による読み聞かせボランティア
グループで、毎週木曜朝に読み聞かせ
を行っていただいている。趣向を凝ら
し、子供たちを惹きつける読み聞かせ
が毎回行われ、この時間を楽しみにし
ている子供たちは多い。読み聞かせで
扱った本を借りるために図書室に向か
う子供たちをよく見かける。子供たち、
そして教員にとっても朝の素敵な時間
を作っていただき大変助かっている。
(5)登校付き添い・見守り
輪番で登校班への付き添いが毎日行

われている。同時に通学路の安全点検
も行い、危険な箇所等の気付きがあれ
ばフォームで報告をいただいており、
事故の未然防止にも繋がっている。
3.おわりに
学校応援団やPTA等との連携による

地域学校協働活動であれば、多くの学
校で事例があるだろう。今回のポイン
トは、前段にも記したとおり、先生が
生き生き働けることが子供のよりよい
成長に繋がるという思いから、学校運
営協議会で、学校の働き方改革につい
て真剣に熟議し、具体の活動に繋げて
いるところである。以上の取組が評価
され、令和6年度「コミュニティ・ス
クールと地域学校協働活動の一体的推
進」に係る文部科学大臣表彰を受賞し
た。今回の受賞は、単に組織としての
評価にとどまらず、活動に携わる一人
ひとりの情熱と努力、そして地域全体
の協力体制があってこそ成し得たもの
である。本受賞を契機に、 本校が目指
す「家庭・地域と一体となって子供を
育てる学校」の実現に向け、引き続き
学校と地域が一丸となって、こどもま
んなかの取組を進めていく決意だ。

【南っ子サポーターが誘導を行う様子】



所沢市立松井小学校

取組名

地域による不登校支援に向けた
‟大人の学び“を生かしたサポーター制度の構築

所沢市立松井小学校学校運営協議会

松井小学校学校開放運営委員会

【体制図】学校運営協議会と学校開放運営委員会

松井小学校は、開校150周年を迎え
る歴史と伝統のある学校です。所沢市
の南部に位置し、学区は東京都と隣接
しています。130周年目に建替えられ
た校舎は壁のないオープンスペースが
特徴です。また、27,500冊を超える児
童向けの蔵書を誇る学校図書館が併設
され、地域住民にも利用されています。
松井小学校の学区は、地域学校協働

活動が盛んな地域です。放課後子供教
室が毎日開かれ、“パトロール・ボラ
ンティア隊”による毎日の登下校の見
守り、“わくわくお話会”による読み聞
かせ、協力団体による環境美化等、多
くのボランティアに支えられています。
また、地域行事として、お祭りやラ

ジオ体操、柳瀬川の清掃など、様々な
取組が行われています。さらに、学校
の授業においても、郷土学習として、
サトイモの収穫や茶摘みを体験したり、
郷土料理の焼きだんごやうどんづくり
を地域の方から教わったりしています。
これらの地域学校協働活動を支える

ため、学校開放利用団体、PTA、後援
会等の団体から構成される“学校開放
運営委員会”が、2ヶ月に一度開かれて
います。この委員会では、年３回の環
境美化や子どもフェスティバル等、活
動の具体的な運営方法等について話し
合っています。この“学校開放運営委
員会”は、校舎の建て替えが行われた
平成17年度に発足し、地域学校協働本
部としての役割を担っています。

所沢市では、令和5年度から学校運
営協議会制度を導入し、松井小学校は
そのモデル校の一つとして、コミュニ
ティ・スクールとなりました。学校運
営協議会の委員は、令和5年度は12名
で構成し、令和6年度からは地域学校
協働活動推進員が加わり、13名の体制
となりました。委員は地域の活動団体
や施設から選出し、地域学校協働本部
の役割を担う“学校開放運営委員会”か
ら半数が委員になっています。
令和5年度には、学校運営協議会を

年3回開催し、学校や地域の課題解決
に向けて話し合いました。特に「不登
校の増加」という課題に注目し、地域
による不登校支援を強化するために
“大人の学び”を活かしたサポーター制
度を立ち上げることとなりました。



令和5年6月の第１回学校運営協議会
では、保護者や地域の方を対象に、学
校や地域の課題をアンケート調査し、
その結果をもとに、ワークショップ形
式で課題を整理しました。その中でも、
「不登校の増加」を重点課題として取
り上げ、解決に向けた具体策を小グ
ループで意見を出し合いました。委員
から「地域による不登校支援ができな
いか」という意見が上がる一方、「地
域住民の立場で、不登校児童に対する
声掛けに不安がある」との意見もあり、
話合いの結果、地域による不登校支援
に向けて、子供への声掛けを学ぶ機会
を設けることとなりました。

8月には、夏休みの教職員研修とし
て、不登校支援をテーマにした講座を
計画しました。講座への参加を地域住
民や保護者にも促し、「地域に開かれ
た校内研修」として位置付けました。
所沢市教育センターから講師を招き、
不登校の実態や子供への声の掛け方等、
ロールプレイを通して具体的に学びま
した。この講座には、民生委員・児童
委員や放課後子供教室スタッフ等の地
域住民や保護者が多く参加し、学び合
う機会となりました。

10月の第２回学校運営協議会では、
夏休みの講座での学びを生かし、様々
な児童を支援することができるように、
「ふらっと(FLAT)サポーター」とい
う制度を整えようと話し合いました。
この「ふらっと(FLAT)」という名称
には、子供の目線に合わせたFLATな
立場で関わってほしいという願いと、
地域の方が散歩の途中等で、ふらっと
学校に立ち寄ってほしいという思いを
込めました。その後、地域住民を対象
に説明会を行い、学校運営協議会委員
が地域の方々に個別に声を掛け、サ
ポーターへの協力を依頼しました。

所属・役職 所沢市立松井小学校・校長（社会教育士）

執筆者名 市川 重彦

12月にサポーター制度を立ち上げ、
児童の安全面と個人情報の保護等から
登録制としました。オープンスペース
のある校舎なので、校内を歩くと、授
業中の子供の様子をよく見ることがで
きます。また、教室で授業を受けるこ
とが難しい児童に、サポーターが寄り
添い、学校ファームで作物を一緒に育
てる場面も見られました。こうしたサ
ポーターが不登校児童を直接支援する
ケースは稀であり、不登校の改善に大
きな効果があったとは言い難いところ
ですが、地域の方が来校する機会が増
え、休み時間に地域の方と児童が関わ
り合い、ふれあう様子も見られるよう
になってきました。
サポーターの登録者数は、立ち上げ

当初の20人から令和6年度には50人ほ
どに増え、校舎内の見守りや、様々な
児童の支援に当たる姿が少しずつ増え
てきました。
令和6年度は、夏休みの「地域に開

かれた校内研修」を継続するとともに、
学校独自で、「地域学校協働フォーラ
ム」を開催する等、地域、保護者、教
職員が一緒に学び合う機会を充実させ
ながら、「地域とともにある学校づく
り」を目指しています。

【校内を見守る“ふらっと(FLAT)サポーター”】



県立大宮工業高等学校

取組名

地域連携教育

埼玉県立大宮工業高等学校学校運営協議会

大宮工業高等学校地域学校協働活動

【体制図】

⒈背景・取組概要
目指す学校像「日本を支え世界で活

躍する人間性豊かなエンジニアの育
成」（全日制）、「心豊かな人間を育
成し、生徒の夢を実現する学校」（定
時制）を掲げ、工業の高度な専門教育
に加え、技術を利用する人へ配慮する
エンジニアの育成を行っている。その
一環として、地元地域と連携した「協
働教育」の充実を目的とし、平成31年
に学校運営協議会を設置。以後、自校
の教育活動の充実と地域の小中学生へ
のものづくりへの興味関心の育成を
行っている。

【地域の小中学生へのものづくり体験】

設置当初より、一貫してローカル・
コミュニティとテーマ・コミュニティ
の考え方を取り入れ、工業教育の専門
性を高めると同時に、専門性を通した
地域との繋がりの充実に資する委員で

バランスよく構成している。更に、近
年では、学びの横断性の充実という方
針の下、委員を選出している。

【学校運営協議会の様子】



⒉学校運営協議会
学校運営協議会では、〇マイス

ター・ハイスクール事業、〇創立１０
０周年記念事業について、情報共有、
見学の機会を設定。また、〇地域、企
業、学校の連携の円滑化について、〇
生徒募集のアイデアについて、グルー
プ協議を行うなど協議会の運営を工夫
し、協議を充実させている。協議から、
地域課題の解決に向けた取組、学校説
明会の新たなアイデアや生徒提案の
「私服DAY」の取組がスタートするな
ど、学校内外の取組の充実につながっ
ている。

⒊地域学校協働活動「地域連携教育活
動」
「ものつくり教室」（平成25年か

ら）に始まり、学校運営協議会の熟議
や提案、コーディネートとともに活動
は発展・充実している。今年度は、
「小学校チャレンジ・スクール」「３
Dプリンタ教室」「プログラミング教
室」「LEDイルミネーション教室」を
開催。毎年、多くの地域小学生が参加
し、委員が見学・巡回を行い、取組の
様子を共有するとともに、新たなアイ
デアが活動へと結びついている。
また、「中高連携STREAMS教育プ

ログラム」では、高校生がプログラム
開発し、「ロボット設計図づくり」
「自動停止ロボットのプログラム」を
高校生が中学生に教え、ロボット作成
に取り組んでいる。これまでの大学と
の連携からさらに一歩進んだ取組と
なっている。それぞれの取組で、学校
運営協議会委員が仲介をし、児童館・
公民館等とも連携し、地域の小中学生
のものづくりへの興味関心を継続的
に育てている。

所属・役職 埼玉県立大宮工業高等学校・教頭

執筆者名 大塚 幸誠

⒋コミュニティ・スクールと地域学校
協働活動の一体的実施
学校運営協議会で、地域課題につい

て、共有・協議の結果から、昨年度よ
り高校生の修繕を通した実践的な学び
が行われている。また、学校で開催さ
れる地域、企業、大学等が参加する進
路フェア「キャリアデザインアゴラ」
では、委員の協力を得ている。また、
委員申出で、キャリア教育の一環とし
て地域の中学校生徒が参加し、さらに
地域のものづくりへの興味関心・キャ
リア教育を充実させていく。

⒌学校関係者評価
「地域小学校、中学校との交流事業、

地域への働きかけ等を通じ、長年にわ
たり『地域に開かれた学校』に努めら
れていると思います」との高い評価を
得ている（R5）。

⒍豊かな人間性を備えたエンジニアの
育成
各取組、参加者から非常に高い評価

を得ているとともに、地域の小中学生
のものづくりへの興味関心を高める一
助となっている。
さらに、学校運営協議会設置の目的

である「協働教育」の充実は、地域連
携教育活動の種類、回数が増えること
で実現し、学校と地域で豊かな人間性
を育んでいる。



文部科学省が実施した「令和６年

度コミュニティ・スクール及び地域

学校協働活動実施状況調査」の結果

が昨年１１月に公表された。

調査項目には、今年度から、教育

委員会としての成果実感及び学校運

営協議会の効果的な運営に向けた取

組について、新たな項目が追加され

た。コミュニティ・スクールの導入

が飛躍的に進む中で、導入後の形骸

化を防ぎ、効果的な運営を継続する

ことがこれまで以上に重要になって

いるためである。

調査では、コミュニティ・スクー

ルと地域学校協働活動の仕組みを活

用して、成果が上がったと考える項

目として、「学校と保護者や地域住

民等の相互理解」及び「魅力・特色

ある学校づくり」の２項目が９０％

以上の肯定的な回答を得た。

また、「教育委員会職員の学校運

営協議会への参画」、「学校運営協

議会の効果的な運営に向けた方針提

示」、「学校訪問を通じた管理職に

対する定期的な情報提供や助言」を

取り組んでいる教育委員会が多数あ

り、教育委員会による伴走支援が重

要であることが明らかとなった。

さらに、教職員や学校運営協議会

委員、地域学校協働活動推進員など

を対象とした研修会の開催、課題に

対応した計画的な学校運営協議会委

員の見直し、専門性の異なる地域学

校協働活動推進員やコーディネー

ターの複数配置等が有効があるとの

ことである。

各市町村におかれましては、 未来

を創る子供たちのために学校と地域

の連携・協働を推進していただきま

すよう今後共よろしくお願いします。

令和６年度コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動実施状況調査

文部科学省ホームページ「令和６年度コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動実施状況調査の結果（概要）」



発行元：埼玉県教育局教育総務部生涯学習推進課 令和6年3月発行
電話：048-830-6979 E-mail：a6975-05@pref.saitama.lg.jp(ご意見、ご感想はこちらまで）

外国籍の児童生徒が日本の学校生活を知り、一日でも早く学校に

慣れてもらえるよう、転入に向けた動画をアップロードしています。
ぜひ御活用ください。
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